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῍ᅈ˟Ệ൭ỜỤủỦ᭗ࡇᾘᾣʴể CITP ỉѣỉ૾Ӽࣱ῍ 

 

平   

情報処理学会 CITPフォーラム 代表 

 

ス ート社会を実現するという国 的取組が始まっている。 ス ート社会を実現す

るためには、それを う実 的 IT 人 が必要となる。情報処理学会の認定情報技術者

（CITP：Certified IT Professional）制度によって認証された実 的 IT 人 とはどのよ

うな人 なのか。本 では、社会に求められるその人 を するとともに、CITP のコ

である CITPフォーラムの活動内 を する。CITPフォーラムでは、5つの専

門 会（SIG）と 3つの 員会を設 し、社会 活動、人 成活動、社会提 などを行

っている。これらの活動を実 し、 してきた経緯や課題対 についても述べる。 

 

 ᅈ˟↚൭↰↸↻↺ʴ 

≔≑IT ʴⅻ൭↰↸↻↺ᅈ˟ 

 から 10 年前、 世代 行 ー スという [1]があった。これは のシス

ムを 連携していくというものであるが、 の イ ンバーシス ム[2]に がっている。

成したのは 年であるが、 から 9 年 っている。そして 度は Society 5.0[3]が進

められている。 ス ート社会を実現するという で、 の ー スの連携をしてい

くものである。このため ー や ー スの API などもしていく 定となっている。

このような IT は世界 としての れであり、社会インフラの ジ ル が進み、AIや

ロボット、IoT といった技術を いこなす人 がますます必要になってきているのが現状で

ある。 

      

�次世代電子行政サービス

�日本政府がＩＴ技術を活用し「Society 5.0」の推進を宣言

「内閣府第5期科学技術基本計画より（平成２８年１月２２ 日）」

z サイバー空間とフィジカル空間（現実社会）が高度に融合した「超スマート社会」を
未来の姿として共有し、その実現に向けた一連の取組を「Society 5.0」とし、更に深
化させつつ強力に推進

z 公共-民間サービスの連携、オープンデータ・バイ・デザイン、行政データ・サービスのAPI化

�技術革新による産業社会インフラのデジタル化
z 人工知能ＡＩ ディープラーニングなどの革新技術

z ロボットの実用化 工業用ロボット、人型ロボット

z ＩｏＴによるビジネスイノベーション

z ドローンや自動運転による活動空間の拡大

z ブロックチェーンによる金融革新

z 公共分野ではオープンデータ・公共サービス連携など

「次世代電子行政サービスの実現に向けたグランドデザイン（平成２０年６月４日）」

超スマート社会へ

マイナンバシステム
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≕≑IoT∝AI ২ᘐ⇁ဇↆ⇻⇏∞∇∞⇝∍∙ 

まではユー 業が したシス ムを IT 業が るというのが日本では一般的であ

ったが、IPA( 立行 法人 情報処理推進機 )の人 書[4]には、ユー 業と IT 業

が協働して ー スを創る時代に わってくると われている。IT人 も に IT の専門

として けでなく、 ンドユー に対する ー スの価 を意識したシス ム をしな

いといけない時代になってきている。 
 

 

図 1 ジ ル によるユー 業と IT 業の関係性の  

≖≑IoT ↳⇹⇩⇖⇭∞⇥∝AI ↚ઃ↾↺ʴ↝Ꮛ∝ྒࢽ∝ᄩ̬૾ඥ 

IoT や ッグ ー AI に携わる人 をどのように確保するかというアン ート 査結

果がある。1 目は社内の人 を するというもの、2 目は 人 の 用とな

っている。つまり AIで仕事がなくなると われているが、 に対 できる人 や専門

を つ人 が生き っていくということを っている。 
 

                 

                ℋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 IT 業の IoTや ッグ ー 、AI等に携わる人 の 成、 得、確保 

 Ｉ Ａ IT人 2017 

の ・ の へ 

システムを る サービスを る 代へ 

 Ｉ Ａ IT人 2017 

൭↰↸↻↺ʴ 

 ↈ↺ʴࣖݣ↚҄٭∝

 ᧉЎ⇁ਤ↓ʴݦ∝

 

1 位 社内の人 を  
2 位 人 の 用 
3 位 新 の 成や 社の活用 
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≗≑ʴᝠ↚ݣↈ↺ࢳ 

日本では に べ IT技術者が IT 業に集 し、ユー 業に ない がある。ユー

業と IT 業は受 の関係にあるわけであるが、 方の期 は人 の経 と 業の

にある。つまり実行力があるかどうかが 用のポイントになる。 

 

 

≘≑൭↰↸↻↺ᘍѣཎࣱ 

度 IT人 に求められる行動特性をまとめると「≘↓↝щ↗≖↓↝̖͌Ⅵに整理するこ

とができる。これらの行動特性はシス ムに求められる要件を しく理 し、 ームの

力を結集し、必要な イ ングでシス ムを ースするために必要なものである。 

 

Ⅎ ܱᘍщ ܱጚ⇁സↈܱᘍщ 

ℳ Йૺщ ܦ↚ݰⅾ̅ԡज़↗Йૺщ 

ℴ ʖยщ ᛢ᫆↳∐⇟⇕↚ࣖݣↈ↺ʖยщ 

ℵ ᢘဇщ ⇟⇓∑⇁ဃⅺↈᢘဇщ 

ℶ ሥྸщ ᢿɦ⇁Ꮛ∝ਦݰↈ↺ሥྸщ 

ℷ ᐯЎ↝̖͌ ⇁ᛐᜤↆ⇽∓⇞⇍⇕⇮↧↝ᝡྂ↗ᝧ˓ज़ 

ℸ ܲ↝̖͌ ⇁ᛐᜤↆܲࣖݣщ 

ℹ ᅈ˟↝̖͌ ⇁ᛐᜤↆ⇽∓⇻⇍⇩⇝∍⇰∑↗ↆ↕↝ᐯᙾ 

℺ ⇙∅∋⇱⇗∞⇝∍∙щ ྸᚐↈ↺∝ˡ↾↺∝ॖഒⅻⅱ↺ 

℻ Ꮀಅ͒ྸ ̮᫂↖ⅼ↺ 

 

 

� ー 業( の )

� ＩＴ 業（ の ）

z 技術力は るの
9 たシステムが のになる

9 システム でトラブ な

9 ティ に会 な

z その会社に で しな
9 の が るの

9 システムの が るの

9 期や は るの

z その に せて しな
9 を で る

9 スクを ントロールで る

9 人 の がで る

z が で る
9 ・ を し て で る

9 が た に で る

9 を さな
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 CITP ⇻⇏∞∏∆ ѣཞඞ 

この では、CITPフォーラムの活動状 を する。 
 

≔≑CITP ⇻⇏∞∏∆ ѣཞඞ 

CITPフォーラムの活動拠点および活動実 は のようになる。 

• 2014 年 活動 始 

2018 年 3 までに定 会 20  (2 に 1 ) 
• 活動拠点 

、 、  

• 合  

(2016 年)、 シ ック ック(2017 年) 
• 会 

定 会の 、専門 会や 別 ーム会合  

• 情報 有 コ ーション 
ーム ージ、メー ング スト、掲 、FIT、 国 会、ワークショップ、 

ア アルレポートを 行（2016 年度は約 70 ージ）、 員会参加、 
社会提 、 コメ、 CIO との意  等 

 

≕≑CITP ⇙∅∋⇱⇬⇉↝ನ 

CITP フォーラムは情報処理学会の IT フォーラムの とつであるが、CITP による

主 組織として CITPコ を している。[5][6] 

   

 図 3 CITPコ の 成 

 

(CITPフ ーラム)

CITP ニティ
成 CITP

つの 会（ Ｉ ）

CITP ニティ 会
代 :平

:
本

学会 ITフ ーラム に つのフ ーラム

サイボ Live

ｏｏ

ーム ージ
学会 https://www.ipsj.or.jp/it-forum/CITP.html
CITP ニティ https://citp-forum.ipsj.or.jp/

ロ

ニティ 会 を
２ 月に一度 期

フ ーラム 学会に した公 組
ニティ CITP自 による自 運 組

CITP ー ング スト citp_mem@citp-forum.ipsj.or.jp SIG用
citp_h@ipsj.or.jp

つの 会

JUAS ドバンスド 会 と連携

合 を
年に一度
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≙≑IT ২ᘐᎍ↝૾Ӽࣱ 

社会の の方 性、 の新しい技術を う人 、 業で求められる人 や行動特性

など、 度 IT技術者の かうべき方 性をまとめると以 のようになるであ う。 

 

� ᭗ࡇ↙২ᘐ⇁̅ⅳↂ↙↊↺ʴ↚ 

z IT ⇁˺↺ⅺ↸ IT ⇁̅ⅳↂ↙ↈ ℋIT ↞˳↝ɟᢿ 

z IT ↝↱↝↝ჷᜤ↞࢘  ℋIT ↚↷↺̖͌оᡯ↧ 

z ↷↹ɥˮ↝−⇿∑⇁Ⴘਦↈ  ℋ᭗ࡇ IT ʴ 

� ↂ↻ⅺ↸ᅈ˟↖൭↰↸↻↺ʴ 

z IT ২ᘐщ≋ܱᘍщ↝ⅱ↺ʴ≌ ℋCITP 

z IT ⇁ဇↆૼↆⅳ২ᘐ  ℋʴჷᏡ↙↘ 

z ᅈ˟ႎ̖͌↝оᡯ   ℋ⇹⇞⇳⇟∈⇭∑ 

 

 CITP とは「実行力のある 度 IT人 」を認証された人 である。この技術力を生かし、

新しい技術を活用して、社会が必要とする価 を創 することによって、その力を す

ることができるであ う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術力 活用力 力 
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 CITP ⇻⇏∞∏∆ ѣཞඞ 

この では、CITPフォーラムの活動状 を する。 
 

≔≑CITP ⇻⇏∞∏∆ ѣཞඞ 

CITPフォーラムの活動拠点および活動実 は のようになる。 

• 2014 年 活動 始 

2018 年 3 までに定 会 20  (2 に 1 ) 
• 活動拠点 

、 、  

• 合  

(2016 年)、 シ ック ック(2017 年) 
• 会 

定 会の 、専門 会や 別 ーム会合  

• 情報 有 コ ーション 
ーム ージ、メー ング スト、掲 、FIT、 国 会、ワークショップ、 

ア アルレポートを 行（2016 年度は約 70 ージ）、 員会参加、 
社会提 、 コメ、 CIO との意  等 

 

≕≑CITP ⇙∅∋⇱⇬⇉↝ನ 

CITP フォーラムは情報処理学会の IT フォーラムの とつであるが、CITP による

主 組織として CITPコ を している。[5][6] 

   

 図 3 CITP コ の 成 

 

(CITPフ ーラム)

CITP ニティ
成 CITP

つの 会（ Ｉ ）

CITP ニティ 会
代 :平

:
本

学会 ITフ ーラム に つのフ ーラム

サイボ Live

ｏｏ

ーム ージ
学会 https://www.ipsj.or.jp/it-forum/CITP.html
CITP ニティ https://citp-forum.ipsj.or.jp/

ロ

ニティ 会 を
２ 月に一度 期

フ ーラム 学会に した公 組
ニティ CITP自 による自 運 組

CITP ー ング スト citp_mem@citp-forum.ipsj.or.jp SIG用
citp_h@ipsj.or.jp

つの 会

JUAS ドバンスド 会 と連携

合 を
年に一度
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≙≑IT ২ᘐᎍ↝૾Ӽࣱ 

社会の の方 性、 の新しい技術を う人 、 業で求められる人 や行動特性

など、 度 IT技術者の かうべき方 性をまとめると以 のようになるであ う。 

 

� ᭗ࡇ↙২ᘐ⇁̅ⅳↂ↙↊↺ʴ↚ 

z IT ⇁˺↺ⅺ↸ IT ⇁̅ⅳↂ↙ↈ ℋIT ↞˳↝ɟᢿ 

z IT ↝↱↝↝ჷᜤ↞࢘  ℋIT ↚↷↺̖͌оᡯ↧ 

z ↷↹ɥˮ↝−⇿∑⇁Ⴘਦↈ  ℋ᭗ࡇ IT ʴ 

� ↂ↻ⅺ↸ᅈ˟↖൭↰↸↻↺ʴ 

z IT ২ᘐщ≋ܱᘍщ↝ⅱ↺ʴ≌ ℋCITP 

z IT ⇁ဇↆૼↆⅳ২ᘐ  ℋʴჷᏡ↙↘ 

z ᅈ˟ႎ̖͌↝оᡯ   ℋ⇹⇞⇳⇟∈⇭∑ 

 

 CITP とは「実行力のある 度 IT人 」を認証された人 である。この技術力を生かし、

新しい技術を活用して、社会が必要とする価 を創 することによって、その力を す

ることができるであ う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術力 活用力 力 
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≋≖≌⇙∅∋⇱⇬⇉˟ᜭ(̊ܭ˟) -২ᘐᎍ↝ʩ්-  

コ 会議(定 会)は CITP 員を対 とした集まりで、定 議題などの に

会や専門 会の報告などを している。 

 
活動 要 員  メンバー（ ： 会員） 

会 
CITP や産 学 の有識者/

キー ンによる 会 
場所を提 できる 事で ち

り 

事会連  
事会で議 定した内

を必要に て  
場所を提 できる 事で ち

り 

SIG活動の  
専門 会の活動状 の報告 
(必要に て） 

SIG 会  SIGメンバー 

会 
コ メンバー、

会員、 スト等による 会 
場所を提 できる 事で ち

り 

 

  -ཎКѣ↺↷↚࣓ᧉᢿ˟≋SIG≌ -ஊݦ≌≗≋

有 による特別活動で、CITP なら誰でも参加でき、 の関 のある ー で新しい

会の設立も提案できる。また、 会 が認めれば CITP以 も参加できる。 

 
活動 要 会  メンバー （ ： 会員） 

シ ック ック 

IT を活用し、
をは めとする
社会の課題 に

取り組  

（日本 IBM） 

（ イ ックス） 
（日立） 
（NEC ソ ーション 

イ ベー ） 
（LAC）  

学 支  
学 のプログラ

ング における
CITPの活用を検討 

（NRI)、 
（  

会 代理） 

 
( ジ ルフ ールド) 

、 、  
( シー ーアイ)  

知 の  

CITP が つ ウ
ウや活動成果を 知
としてまとめ、 ッ

イや などで
する 

 
( シー 

ーアイ) 

 
( 情報シス ム) 

 
( ジ ルフ ールド) 

（NEC）、 
保、 、  

( シー ーアイ)  

アラ ー技術者 
 

（30 40 代）
CITP同 の  

（NEC） 
（NRI） 
（日立）  

CITP制度 問 

CITP 制度に関する
点 要 やレベ

ル 認証等に関して
情報処理学会に 問
する 

平 （日立） 
（情報処理学会） 

旭 （情報処理学会） 
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≖≑CITP ⇙∅∋⇱⇬⇉↝ನ 

≋≔≌CITP ⇙∅∋⇱⇬⇉↝μ˳⇻−∞∆ 

CITP コ はコ の を行う 事会、技術者の を行う定 会、有

による特別活動を行う専門 会から 成される。 

  
  図 4 CITPコ の フレーム 

  -ʙ˟ -⇙∅∋⇱⇬⇉↝ᢃփ࠴≌≔≋

事会は、意 定を行う組織であり、 員会などから 成される。 

 
活動 要 員  メンバー（ ： 会員） 

事会 
コ の 般に

関する意 定 
事会は新しい 事を適 集 す

ることができる 

事会 
定 会 
当 事 

事会 定 会の 日時、
議題（ 会 ）、
の 定と場所の確保 

事会 定 会の 会進行 

場所を提 できる 事で ち り 

 
員会 

CITP コ の に
関する 検討 

 
（ シー 

ーアイ） 

（NRI） 
（NEC） 

旭 （情報処理学会） 

プラット
フォーム 
員会 

ーム ージ、メー ング
スト等コ の連 お
よび 報の IT インフラの

 

（NEC） 
 

( ジ ルフ ールド） 
（NRI) 

IT フォー
ラム 

 
員会 

情報処理学会 IT フォーラム
（ソフトウェアジ ン、
国 会等）に関する
 

平 （日立） 

 
（NECソ ーション 
イ ベー ） 

（LAC） 
( CTI) 
（情報処理学会） 

旭 （情報処理学会） 

˟̊ܭ

˟ᧉᢿݦ

˟ʙ࠴
ITἧỻὊἻἲ˖ဒۀՃ˟

ἩἻἕἚἧỻὊἲۀՃ˟

ᢃփۀՃ˟

ᜒ˟

ʙ˟ᡲዂ࠴

SIGѣỉኰʼ

টᚃ˟

ἉἥἕἁἘἕἁ

ఄᏋૅੲܖݱ

CITPСࡇբẒჷẓỉႆ̮

CITPἅἱἷἝἘỵ

ʙ࠴˟̊ܭ

ỴἻἇὊ২ᘐᎍʩ්

ἅἱἷἝἘỵỉᢃփ

২ᘐᎍỉʩ්

ஊ࣓ỆợỦཎКѣ

（Special Interest Group）

2017年新規

分科会を拡大
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≋≖≌⇙∅∋⇱⇬⇉˟ᜭ(̊ܭ˟) -২ᘐᎍ↝ʩ්-  

コ 会議(定 会)は CITP 員を対 とした集まりで、定 議題などの に

会や専門 会の報告などを している。 

 
活動 要 員  メンバー（ ： 会員） 

会 
CITP や産 学 の有識者/

キー ンによる 会 
場所を提 できる 事で ち

り 

事会連  
事会で議 定した内

を必要に て  
場所を提 できる 事で ち

り 

SIG 活動の  
専門 会の活動状 の報告 
(必要に て） 

SIG 会  SIGメンバー 

会 
コ メンバー、

会員、 スト等による 会 
場所を提 できる 事で ち

り 

 

  -ཎКѣ↺↷↚࣓ᧉᢿ˟≋SIG≌ -ஊݦ≌≗≋

有 による特別活動で、CITP なら誰でも参加でき、 の関 のある ー で新しい

会の設立も提案できる。また、 会 が認めれば CITP以 も参加できる。 

 
活動 要 会  メンバー （ ： 会員） 

シ ック ック 

IT を活用し、
をは めとする
社会の課題 に

取り組  

（日本 IBM） 

（ イ ックス） 
（日立） 
（NECソ ーション 

イ ベー ） 
（LAC）  

学 支  
学 のプログラ

ング における
CITPの活用を検討 

（NRI)、 
（  

会 代理） 

 
( ジ ルフ ールド) 

、 、  
( シー ーアイ)  

知 の  

CITP が つ ウ
ウや活動成果を 知
としてまとめ、 ッ

イや などで
する 

 
( シー 

ーアイ) 

 
( 情報シス ム) 

 
( ジ ルフ ールド) 

（NEC）、 
保、 、  

( シー ーアイ)  

アラ ー技術者 
 

（30 40 代）
CITP同 の  

（NEC） 
（NRI） 
（日立）  

CITP制度 問 

CITP 制度に関する
点 要 やレベ

ル 認証等に関して
情報処理学会に 問
する 

平 （日立） 
（情報処理学会） 

旭 （情報処理学会） 
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≋≔≌CITP ⇙∅∋⇱⇬⇉↝μ˳⇻−∞∆ 

CITP コ はコ の を行う 事会、技術者の を行う定 会、有

による特別活動を行う専門 会から 成される。 

  
  図 4 CITPコ の フレーム 

  -ʙ˟ -⇙∅∋⇱⇬⇉↝ᢃփ࠴≌≔≋

事会は、意 定を行う組織であり、 員会などから 成される。 

 
活動 要 員  メンバー（ ： 会員） 

事会 
コ の 般に

関する意 定 
事会は新しい 事を適 集 す

ることができる 

事会 
定 会 
当 事 

事会 定 会の 日時、
議題（ 会 ）、
の 定と場所の確保 

事会 定 会の 会進行 

場所を提 できる 事で ち り 

 
員会 

CITP コ の に
関する 検討 

 
（ シー 

ーアイ） 

（NRI） 
（NEC） 

旭 （情報処理学会） 

プラット
フォーム 
員会 

ーム ージ、メー ング
スト等コ の連 お
よび 報の IT インフラの

 

（NEC） 
 

( ジ ルフ ールド） 
（NRI) 

IT フォー
ラム 

 
員会 

情報処理学会 IT フォーラム
（ソフトウェアジ ン、
国 会等）に関する
 

平 （日立） 

 
（NECソ ーション 
イ ベー ） 

（LAC） 
( CTI) 
（情報処理学会） 

旭 （情報処理学会） 

˟̊ܭ

˟ᧉᢿݦ

˟ʙ࠴
ITἧỻὊἻἲ˖ဒۀՃ˟

ἩἻἕἚἧỻὊἲۀՃ˟

ᢃփۀՃ˟

ᜒ˟

ʙ˟ᡲዂ࠴

SIGѣỉኰʼ

টᚃ˟
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ఄᏋૅੲܖݱ

CITPСࡇբẒჷẓỉႆ̮
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ʙ࠴˟̊ܭ
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（Special Interest Group）

2017年新規

分科会を拡大
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  ᧉᢿ˟↝ኰʼݦ≑≗

 ˟ᧉᢿݦ⇕⇩⇬⇕⇩⇹⇝≌≕≋

IT を活用し、 をは めとする 社会の課題 に取り組 会。 

 コー ネー ： 日本 IBM    イ ックス   

2017年度は シンポジウムを した。 

 
 

≋≕≌Ⅴჷ↝ႆ̮Ⅵݦᧉᢿ˟ 

CITP が つ ウ ウや活動成果を 知 としてまとめ、 ッ イや などで

する 会である。 

 定 会での 表や 業間コ の  

z 19 CITP コ inNAGOYA（H29.12.6 定 会）では日立 所 HPM
プロフェッショ ルコ と シー ーアイ CITP コ の活

動を  

z 活動成果の 表 

¾ みの 題でプログラ ングをやらせてみた 

会社 シー ーアイ  

¾ 国のイン ーネット事情 

会社 シー ーアイ 保 一  

¾ 合格者が る「認定情報技術者( 人認証) の き」  

情報シス ム 会社  

 ア アルレポートの 行 

z 2016 年のコ 会（IT 人 成 会、社会価 創 会）の活動

成果を 集「 ス ート社会を ードする実 的 人 の 成と 的社会

価 を つ ー スの創 」にまとめ 行した。 

IT ”CITP” （ ）
AI（ ）を 会 （ ）

を （ ）

CITPシンポジウム
ITを 新 会

会CITP
会

14:00-14:15
14:15-14:45
14:45-15:05
15:10-17:30

:2017年10 27 （ ）14:00-17:30
会 大 （ 13:30)

会CITP

平成 年度 フォーラム アドバンスド研究会 活動報告書
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� ニ ル ート  71 ージ 

IT 人 成分科会/JUAS 実 ＩＴ人 の ・ 成 会  

CITP 度を活用した高度 IT 人 の 成 

 超スマート社会を る実 技術 成  

 電シーティー イ  

フトバンク（IT ）の人 成につ て 

 フトバンク  

人工知能 代の IT 人 成 

 デジタルフィールド 大  

学 に けるプログラ ング と CITP との連携 

 会社野 合   

人 能力を実 ベースで 化 る 

 電工 会社  

社会 分科会/JUAS ニー を つサービスの社会 の 会  

CITP による社会 の取組  

 日本 IBM（ ）  

日本を に る の IT 

  -組 合 せ型のビジネス - 

 電シーティー イ  

画 に ける の QoL（Qualityof Life） 

 日本電 会社  

プロマネのた の現 で活 せ 計  

 イマックス  

 

� 合格者が る「認定情報技術者( 人認証) の き」 23 ージ 

第 1  IT 技術 のス ル・能力を 

     どのよ に 化 るの  

第２  の の イントは  

の と 成  

業  

技術  

業 ・ ・プロフェッショナル の  

成度 チェックシート 

ス ル 度チェックシート 

第  合 の ドバイス 
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≋≗≌⇈∏⇛∞২ᘐᎍʩ්ݦᧉᢿ˟ 

（30 40代）CITP同 の をする専門 会である。 

� CITPメンバーが提 する、この活動 けの特別 の  

� SIGメンバー同 の 的な ジネスアイ ア検討会 

� ー後の技術 会 会 

   

  図 5 アラ ー技術者 専門 会の活動イメージ 

≋≘≌CITP Сࡇբݦᧉᢿ˟ 

CITP制度に関する 点 要 やレベル 認証等に関して情報処理学会に 問する。 

■活動その 1 CPD[7] の しい書き方検討プロジェクト 

z CITPの実際の活動 を 集した 

内 を 査し、 した 

z しい書き方を CITP 定 会議にフ ードバック 

CITP 制度の 員会を通して CPD 案内にも された 

 

図 6 CPD（Continuing Professional Development）実 の しい書き方の  

取 日 用タイトル 活動
活動内

取

2016.3.28 大学(
学 )

（ 学01）第99 （2015
年）; 分 に基 システ
ム の スク ; 分
2 ージ

[2-1] 業 の成 を
る活動 6- （

）

2 ージ 60.0

2016.2.4
学会(一
大学)

フト ジ ン2016; 人工知
能は世の をど る ; Robot
of Everything; オープン・サービス・

イ ノ ベ ー シ ョ ン で る
KNOWLEDGE INTEGRATION;

システムWatsonとその実
用化; IoTビジネスの ・現 ・
未来 ; ネル 「人工知能は
2020 年の世 をど るの

」; で る自 言
技術を して; ス ーチ2

[1] 能力を 活動 2- 合
（テスト、 なし）

4.8 間 4.8

2014.12.10 CITP
ニティ

(CD社 /
)

第1 CITP ニティ; 日本や社
会 のIT技術 連の につ
てディスカッションを行 た

[1] 能力を 活動 3- 学

会、 ークショップ、
ニティ活動への

2 間 2.0

2015.4.13 AB社 2015-069999; シス
テム; 3

[2-1] 業 の成 を
る活動 24-技術 成 (

に る) 公

0.3 3.0

2014.11.6
学会(
ノ )

実 ニティイベント; システ
ムの と実

[2-1] 業 の成 を
る活動 4- 会

（ り）

1.5 間 15.0
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 ˟ᧉᢿݦఄᏋૅੲܖݱ≌≖≋

学 のプログラ ング における CITPの活用を検討する専門 会である。 ッ

クコメントを した。 

 

ALT( 国 指導 )制度を参 に 間の現 SEや 者 SEなどをプログラ

ング （TA）として 国の 学 に することを提案 

 

「学 法施行規 の一 を する 案 びに 要領案、 学 学 指導要領案 び 学

学 指導要領案」に関する意   

 学 初等 等 課 課  2017年 3 15日 一般社団法人 情報処理学会 

意 ： 

 情報処理学会では、IT スキル標準レベル 4 以上の上 技術者を対 に IT スキル標準で定

められたスキル評価方法に基づき、所定のレベルに相当する能力を有すると 定された技

術者を「認定情報技術者（CITP）」として認証する制度を実施しています。現 6,000 を

える技術者が CITP に認定されています。この度、プログラ ング が義 されるこ

とが 学 学 指導要領案で されたことは、情報 ラシーの を げるという意

で 評価しています。情報 を う 定に、CITP が有 を り、 間人として

学生のプログラ ング に ができないか、ワーキンググループを り を検

討しています。 

 学 学 指導要領案を しましたが、 と理 に関しては、 的な一方で、

と理 以 の 目に関しては、「指導に当たっては、コン ー や情報通 ネットワーク

を 的に活用して、情報の 集 整理や、実 結果の 表などを行うことができるよう

に すること」としか がなく、 定で されているプログラ ング的 の

を、 学 現場の創意 けで進めることは 理がある を受けました。また、

学 は 当する が いことに加え、英 の に う などを する

と、 されていないプログラ ング を同時に進めなければならない の が

きす ると認識しています。 

 CITP 有 は、検討を進める で、 国 指導 （ALT）制度のプログラ ング を

整 することができないかと えています。ALT 制度を参 に 治 国際 協会に準 たプ

ログラ ング の受け を設けることで、 間の現 SE や 者 SE などを し、プ

ログラ ング （TA）として 国の 学 に できないかを えています。

の では、プログラ ング の実現 のために、国、 員会、 学 現場、関係

団 、 間や学術機関が連携すると されています。 たちは、 間や学術機関の一員

として、 定の実現を でいます。 学生のプログラ ング の な実現のた

めにも、 非、 的な推進に けて、 間などの関係団 との連携も 検討 さい。 
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（30 40代）CITP同 の をする専門 会である。 

� CITPメンバーが提 する、この活動 けの特別 の  

� SIGメンバー同 の 的な ジネスアイ ア検討会 

� ー後の技術 会 会 

   

  図 5 アラ ー技術者 専門 会の活動イメージ 

≋≘≌CITP Сࡇբݦᧉᢿ˟ 

CITP制度に関する 点 要 やレベル 認証等に関して情報処理学会に 問する。 

■活動その 1 CPD[7] の しい書き方検討プロジェクト 

z CITPの実際の活動 を 集した 

内 を 査し、 した 

z しい書き方を CITP 定 会議にフ ードバック 

CITP 制度の 員会を通して CPD 案内にも された 

 

図 6 CPD（Continuing Professional Development）実 の しい書き方の  

取 日 用タイトル 活動
活動内
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2016.3.28 大学(
学 )
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会、 ークショップ、
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テム; 3

[2-1] 業 の成 を
る活動 24-技術 成 (

に る) 公

0.3 3.0

2014.11.6
学会(
ノ )

実 ニティイベント; システ
ムの と実

[2-1] 業 の成 を
る活動 4- 会

（ り）
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学 のプログラ ング における CITPの活用を検討する専門 会である。 ッ

クコメントを した。 

 

ALT( 国 指導 )制度を参 に 間の現 SEや 者 SEなどをプログラ

ング （TA）として 国の 学 に することを提案 

 

「学 法施行規 の一 を する 案 びに 要領案、 学 学 指導要領案 び 学

学 指導要領案」に関する意   

 学 初等 等 課 課  2017年 3 15日 一般社団法人 情報処理学会 

意 ： 

 情報処理学会では、IT スキル標準レベル 4 以上の上 技術者を対 に IT スキル標準で定

められたスキル評価方法に基づき、所定のレベルに相当する能力を有すると 定された技

術者を「認定情報技術者（CITP）」として認証する制度を実施しています。現 6,000 を

える技術者が CITP に認定されています。この度、プログラ ング が義 されるこ

とが 学 学 指導要領案で されたことは、情報 ラシーの を げるという意

で 評価しています。情報 を う 定に、CITP が有 を り、 間人として

学生のプログラ ング に ができないか、ワーキンググループを り を検

討しています。 

 学 学 指導要領案を しましたが、 と理 に関しては、 的な一方で、

と理 以 の 目に関しては、「指導に当たっては、コン ー や情報通 ネットワーク

を 的に活用して、情報の 集 整理や、実 結果の 表などを行うことができるよう

に すること」としか がなく、 定で されているプログラ ング的 の

を、 学 現場の創意 けで進めることは 理がある を受けました。また、

学 は 当する が いことに加え、英 の に う などを する

と、 されていないプログラ ング を同時に進めなければならない の が

きす ると認識しています。 

 CITP 有 は、検討を進める で、 国 指導 （ALT）制度のプログラ ング を

整 することができないかと えています。ALT 制度を参 に 治 国際 協会に準 たプ

ログラ ング の受け を設けることで、 間の現 SE や 者 SE などを し、プ

ログラ ング （TA）として 国の 学 に できないかを えています。

の では、プログラ ング の実現 のために、国、 員会、 学 現場、関係

団 、 間や学術機関が連携すると されています。 たちは、 間や学術機関の一員

として、 定の実現を でいます。 学生のプログラ ング の な実現のた

めにも、 非、 的な推進に けて、 間などの関係団 との連携も 検討 さい。 
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CPD実 入上の 意点 (一 ) 
9 社内 など社 の内 の 合、CITP の 向 に さ し 内 で る と

が る を 内 に る などの一 を せ ( )にした の

で よ ビデンスとしては の たは した とが る を

る と  

9 ンター・ 進の など月 の 合、 日には月の の日 を る

で る活動は、新人  ( や日 が る)、 の Ｔ ( 計画

が る)、 に る 、などで、 の やプロジェクトチームの

、など の による 合は な た、 内 には した

人に る を一人一行 度で る と  

・ ・・ 

 

■活動その 2 CPD 対 範 の しプロジェクト 

z CITPの実際の活動 を し 活動を整理した 

所 する 業に対する や社会に対する技術的 の に、業 とは 接

連動しない支 活動に対する CPD の定義が いことが した 

    

図 7 社会 の (CITPの活動スコープ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

• 力強化、イノベーション、人 強化

業 力強化

• 、 化、 、

技術

• 社会システム、ＩＴ 、 プロジェクト

社会 言

• 、オ ン ック、 、 、 ネル ー

社会活 化

• 、 、高 化、 、子 て、

社会

来の

CPD に

の が

平成 年度 フォーラム アドバンスド研究会 活動報告書
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z CPD規 に 加すべき活動を 員会に提案 

CITP 制度の 員会を通して CPD規 に された 

 

（ ） プロボ ：プロによる社会 ボラン ア活動 

図 8 CPD規 の 定内  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CPD 実施 態 活動内 ベース 重み 上

能力を 活動

1-集合研 （ スト、 等あり） 受 時間 2 A
2-集合研 （ スト、 等なし） 1 A, 1
3-集合研 （ 学会、ワークショップ、コ 活動） 参加時間 1
4- 学 (資格取得) 件 20 3
5- 学 ( ビデンスが合 などの 合) 時間 1 20/年
6- 学 ( ビデンスが自分で と た学 成 の 合) ージ 1 10/年

②-1
業 の成 を

る活動

7-研究会 表（ あり） 表時間 10 B, 1
8-研究会 表（ポス ） 2 B
9- 掲 （査 き ） ージ 30 C, 2

10 D, 1, 210- 掲 （査 なし ）
11- （技術図書（ ） 行） ージ 10 2

5 212- （技術図書（ ） 行）
13-研 会 （社内 初 ） 時間 3
14-研 会 （社内 同一内 2 目以 ） 2
15-研 会 （メン ー、後進の指導など 位） 人 2
16-技術的成果(社内 での しい技術的成果 / 同) 件 20 E, 2
17-技術的成果(特 者に る 時) 10 20/年 2
18-技術的成果(特 者に る 時) 20 2

10 219-技術的成果(組織内での技術的成果の 有 / 同)
20-技術的成果(組織内の審査、査 ) 5 F

②-2

社会 活動

21-研 会 （社 初 ） 時間 3 G
2 G22-研 会 （社 同一内 2 目以 ）

23- 的団 の (各 員) 所要時間 3 H
424- 的団 の (国際、国内、業界標準の 成)

25- 的団 の ( 等での技術 定) 4
326- 的団 の (JABEE審査)

27- 的団 の ( などの査 ) 件 10
28- 的団 の (CITPの審査 人認証) 審査件 6
29- 的団 の (CITPの審査 業認定) 所要時間 3
30- 的団 の (初 等 における技術指導) 所要時間 2
31-公 活動への ( ブ ック ント) 件 5
32-公 活動への ( ークショップ、 ニティ活動 り) 参加時間 2 I
33-公 活動への ( ークショップ、 ニティ活動 なし) 参加時間 1 I

ブ
プロボノ

業 の
自 活動
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≕≑CITP ⇻⇏∞∏∆↝ܱጚᚸ̖ 

CITP フォーラムの設立目的に らして 年間の活動を評価する。主なものとして、社会

提 については、 コメを している。 人 成活動については、 を始め

関係機関との連携を始めている。学会以 の 員会活動や情報技術者の評価などはこれ

からという状 である。 

 

  図 9 CITPフォーラムの実 評価 

 

≖≑CITP ѣ↝૾Ӽࣱ 

本 の 1 から 3 までの視点 評価をまとめ、進 べき CITP活動の 後の方 性を

す。 

� 社会に求められる人 の視点 

   技術力 活用力 創 力 

z CITPの専門 を生かした 会 

z 社会 活動を生かした社 の知 と理  

� CITPフォーラム 活動状 の視点 

z 認定者/参加者の 加 

z 専門 会の活性  

z 一般の技術者の取り み 

� 実 評価の視点 

z 対 的な連携の推進 

z より上位の技術者を目指す仕組み り 
 
 

� CITPフ ーラム ( )
¾ CITP（ 技術 ）に さ た

技術 の を た

¾ 自 な の向 を る として
る

¾ 社会 言、

¾ の 会・ 会 への 画、

¾ 分野に ける ・人 成活動

¾ などを

¾ なプロフェッショナル 活動を推
進し、

¾ ビ ーによる高 ベル 技術
の

¾ により社会 と技術 自 の ベル
ップに る

¾ とを として活動して

� 活動実

¾ 2 月に1 会 を実 して る

¾ CITP ニティ会 を

¾ 科学 の ブ にCITP活用の
を2017年3月15日に

¾ 学会の 会への (
人 会、 会)

¾ データ 活用に して2017年4月26日
に政府CIO と

¾ プログラ ング と に し
て

¾ シビックテック ークショップ

¾ 日本を強 る「 のIT」のサービ
スマッ ング

¾ ベル5

¾ の 、 会

¾ CITP 度を 用したIT産業 の学
の 組 （ 電CTI、 電工 ）
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 ʻࢸ↚Ӽↀ↕ 

 

≔≑ᢃփɥ↝ᛢ᫆↗ࣖݣ 

年間の CITP フォーラムの活動を通して 生した 上の課題に対して した主なも

のを整理する。 

� 参加者をどのように やすか 

z 業認定制度の い会社は認定制度を るのは なので、社 の制度を 用す

るメ ットがある  会社として CITP 制度を推 して を社員に す 

z 専門 会を やし のある 会を る  一般の技術者の取り みを図る 

z 事を やすことで を  

z 専用 ーム ージや 別メー ング ストの設 など PR の機会を やす 

� 定 会議の場所の問題 

z 各社 ち りで し会議 を提 することで を  

� の問題 

z 会議 は各社提  

z 者は CITP を とし、 者は人 を活用 

� 実 で しい CITP 

z 日にやると会社会議 が えない、 が となるなど、 立して会社から

えなくなるので、できる け会社の理 をもらう 

z 事が しい時は相互バックアップ 

� ボラン アに関 がある人が参加する  

z プロボ も CPD ウント 能とし、 ベーションアップ 
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者 平  （ らばやし もとあき） 

情報処理学会 CITPフォーラム 代表 

（ ）日立 所で OSや 用 理 ドルウェアを 。内 情

報 参 CIO として 情報シス ムの 適 を推進。CIO

連 会議情報技術 WG ー 、経 産業 情報基 推進

員会、IPA TRM検討 WG主査、 情報基 用検討 WG 員 等

の 関連 員会に参 、 学情報学 員 、JEITA IT

ー ス 専門 員会 員 を経て、情報処理学会 CITPフ

ォーラム代表。 

 

Ӌᎋ૨ྂ 

[1] 世代 行 ー スの実現に けたグランド イン 2008 年 6 4日 

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/nextg/index_before090916.html#jisedai 

[2] イ ンバーシス ム 2016年 12 5日 

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/senmon_bunka/detakatsuyokiban/kiseiseido

kaikaku_dai2/siryou1_2.pdf 

[3] 内  5期 学技術基本計  Society 5.0  2016年 1 22 日 

http://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/index5.html 

[4] ( )情報処理推進機  IT人 書 2017  2017年 4 25日 

https://www.ipa.go.jp/jinzai/jigyou/about.html 

[5] 学会 ーム ージ 

https://www.ipsj.or.jp/it-forum/CITP.html 

[6] CITPコ  

https://citp-forum.ipsj.or.jp/ 

[7] CPD 規  

https://www.ipsj.or.jp/13CITP/CITP_CPD_kitei20170731v6a.pdf 
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